
１．緒言
美とファッションは現代生活に不可欠なものであり、健康促進、美的表現、コミュニケーショ
ンなど多くの日常場面に関わっている。そのなかでスキンケアは肌状態を健康に保つ有用性を
持ち、そのなかで最も使用されているアイテムは化粧水である。化粧水は肌のうるおいを保つ
基本的な効能を持つが、ユーザー固有の「自分に最適な化粧水」が存在する傾向がある。すな
わち継続的に日常生活で使用され続ける恒久性を持つ。
一方、化粧水に関するメディア、マーケティング側で確立された「システマティックな」モ
デルから効率的に選択肢を得ることはできる。しかし巨大システムから得られる選択肢は、現
実的な体験や行動に適合しない場合がある。「自分に最適な化粧水」という最終的な着地点に
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要 旨
本研究はユーザーが自分の感覚を通じて「自分に最適の化粧水」を探索する対話的方法を提言する
ものである。研究プロセスでは日常生活でのユーザーと化粧水の知覚を介した相互作用モデルを想定
し、典型的な化粧水タイプの試用、ものづくり体験、商品選択の実験を設定した。それぞれの場面で
の官能評価を通じて、影響度の高い指標を導出し、対話的ないくつかの行動プロセスを提案すること
を目的とした。
ユーザーとしては、化粧水に興味を持ち、使用頻度の高いと予測される短期大学学生の集団をサン
プルとして設定した。予備検討においては、化粧水の使用意識と行動を調査し、サンプル群の属性を
明確化した。次に評価対象として代表的な２タイプの感触の化粧水を選定し、評点法による官能評価
を実施した。データ解析には探索的モニタリングと自由回答の観察を実施し、化粧水の言語表現に対
する個人効果の検討を実施した。そのなかで化粧水の「なじみ」「さらさら感」「匂い」が重要な要因と
して導き出された。さらにデータ行列に主成分分析を適用し、寄与率の高い「さっぱり～しっとり」
指標を導出し、なじみ、嗜好性などの評価用語との関連性を検討した。
次の段階ではいくつかの探索行動を実験にとりいれた。最初に単純処方の化粧水を調製・評価する

「化粧水づくり体験」を通じ化粧水への理解と感覚的な尺度化を試みた。その評価プロセスで「さらさ
ら」「しっとり」という表現が顕著に使用された。次に多数の化粧水から嗜好性による選択プロセスを
設定し、官能評価データ解析により、いくつかの評価指標である「なじみ」「匂い」「さらさら」「しっ
とり」を導出した。化粧水の探索行動として「感覚的に捉える」「使用体験を重ねる」「自分の尺度を持
つ」いくつかのプロセスを提案した。
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辿り着くには化粧水と自らの感覚を用いた対話的なプロセスが必要である。
化粧水は朝のメイク下地から夜のスキンケアまで日常生活で、広く使用されている。化粧水
に興味をもつユーザーは、理想のスキンケアのイメージを持ち、能動的にそして探索的に行動
する。本研究では化粧行動において、ユーザーと化粧水が感覚によって対話的な関係を持つモ
デルを想定し、化粧水を感覚的に探索するためのいくつかの実験を実施した。
手法としては官能評価データに対して探索的な解析１）２）を適用した。更に探索行動として
化粧水づくり、商品を選択するという場面を設定し、化粧水の言語表現の個人差、品質の指標
や尺度表現、評価対象と評価用語の関係などを観察、分析した。以上の検討より「自分に最適
な化粧水」につながる探索モデルに関わる評価指標の導出、探索行動の提案を本研究の目的と
する。

２．実験方法と理論
２－１．化粧水の感覚・知覚・認知
化粧水とユーザーが感覚情報を介して関係をもつ対話的なモデルを図１に示した。化粧水を
ユーザーが使用するときに、化粧水側の要因としては成分、効能、付随する情報が挙げられる。
それぞれのユーザーは固有な肌質や履歴、生理心理背景を持つ。化粧水を感じ応答するプロセ
スは双方向であり、感覚情報が両者を介在する。このモデルで感覚情報が好ましく、評価情報
が安定している場合、化粧水を継続使用する可能性が生じ、時系列的な観察を通じて効能や嗜
好性が感覚的に認知されると「最適な化粧水」となる場合もある。本研究では複数の化粧水と
いくつかの使用体験を実験にとり入れ、ユーザーの応答特性を評価情報として検出し、感覚情
報を集約するプロセスを設定した。
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図１．感覚を介した相互作用モデル



図２．官能評価データの構造

２－２．官能評価
官能評価は商品やサービスを対象とし、ヒトの五感による検出情報をデータとして表現し、
統計解析により品質特性を評価する専門技術である。神戸山手短期大学の官能評価教育では下
記のように表現している。
⑴ 供給者視点の官能評価
生活を安全・安心・安定にし、充実させるために
商品やサービスを創出するプロセスにおいて
感覚を用いて、評価対象を言語表現し
定性的または定量的に評価する方法
⑵ 生活者視点の官能評価
生活を安全・安心・安定にし、充実させるために
商品やサービスを選択するプロセスにおいて
感覚を用いて、評価対象を言語表現し
定性的または定量的に評価する方法

官能評価データは図２のように評価者、評価項目、評価対象から構成される。図中では官能
評価に必要ないくつかのプロセスと準備項目を示した。テーマ設定段階では、事前に評価対象
と評価者の背景を把握して問題・課題を設定することが重要である。

本研究において官能評価実施に際して重要な視点を下記にまとめる。
⑴ 多様性と多次元性
官能評価は心理生理学的には、刺激に対する生体の応答を顕在化したものである。評価対象

（素材）、変数（生体作用）、個体（ヒト）の要素に基づき評価用語などで表現される多チャンネ
ルのデータを集約して何らかの認知情報を取得する。データ解析の観点からは如何に、多次元
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データを集約するか、多様性のある評価者を層別するかという点が鍵となる。
⑵ リアルなデータ
ヒトは物事をどう感じるか？感覚に関する表現をアレンジして社会に発信し共感することが
現代社会の情報流通の定番になりつつある。現状ではデータの断片化・一通化が問題となって
いる。ビッグデータ解析は巨大なケース数の裏付けが生命線であるが、データのサンプリング
方法に依存するため、対象の本質を見極める「リアルなデータ」を如何に収集するかが課題と
なる。
⑶ 対話的手法
クリエーター視点とユーザー視点を同一場においてみる。探索的に原点からつくりだすこと
から始めることを考えると、官能評価は対話的手法として重要な位置づけにあると考える。教
育の観点では評価対象を実際に触ってみることで、センスを磨く４つのチカラ（観察力、分析
力、想像力、表現力）を身につけることができる。

２－３．探索的データ解析
本研究ではデータモニタリングが重点プロセスとなる。予備的解析としてはデータの分布、
中央値と箱ひげ図、相関について検討を加えた。評価指標を集約し要約するために主成分分析
を適用し評価指標を裏付けるために自由回答データを分析した。各段階の考え方を述べる。
⑴ モニタリング
評価者毎、評価用語、評価対象毎の特性を吟味する。
基本統計量、データの図的表現、モニタリングによって生データの観察をする。
⑵ 多変量解析
多次元データの次元の縮約を行い、図的に評価構造を表現する。
いくつかの指標を導出し、評価者、評価用語、評価対象と関連付ける
⑶ 自由回答の観察
統計量や図的表現を参照し、自由回答表現から評価構造を推定する。

３．官能評価とデータ解析
３－１．事前調査
３－１－１．調査方法
18－20才を中心とした女性（学生29名）を回答者として設定し、化粧水とスキンケアに対す
る意識、行動をアンケートにより調査した（2017年９月実施）。

３－１－２．調査結果
⑴ 化粧水使用有無
回答者全員が化粧水を使用していた。
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⑵ 使用時
朝に化粧水を使用する場合は化粧下地や、日中のトリートメントとしての使用が想定され、
昼使用は乾燥に対してうるおいを補給する場合もある。夜使用のケースは保湿から角層ケアま
で多岐にわたっている。使用パターンとしては朝と夜に使用するケースが多く、日常生活に密
接にかかわっていることが伺える。
⑶ 使用目的
保湿、乾燥防止のために使用するケースが大部分である。朝使用の頻度も高く、化粧下地と
しても使用されている。更にニキビケア、毛穴ケア、美白ケアへの反応もあり、使用目的は多
岐にわたることが示された。
⑷ 選定理由
効能効果が最も回答が多く、安全性の頻度も高い。感触、使い慣れについても回答がみられ
る。これらは日常において使用を継続する基本的な条件であると解釈される。
⑸ 感触嗜好
「さっぱり」、「しっとり」の２つのタイプに対して意見は分かれていた。
⑹ スキンケア重視点
保湿ケアに回答が集中しており、化粧水の使用目的と重複している。基本的な機能が優先さ
れることが示唆されていた。
⑺ 肌質
混合肌という回答が多い。肌状態の分布を認識し、保湿、ニキビ、美白などスキンケアの問
題を把握する傾向があり、肌への意識は嗜好性のある感触とも関連がある。

３－１－３．評価集団の特性
化粧水は朝と夜に高頻度で使用されており、日常生活で重要な役割を持つ。化粧水重視ポイ
ントとスキンケアの重視点は効能効果と保湿である。化粧水の効能は肌状態の変化から検出さ
れ、「保湿感」「うるおい」「しっとり感」として表現される。保湿を捉える感覚、肌との相互作
用を検出する感覚が判断基準として重要である。

― 4― ― 5―

神戸山手短期大学紀要第60号（2017.12）



化粧水を感覚的に探索する

― 6― ― 7―

図３．化粧水に関する調査票



３－２．実験１．官能評価
前報３）４）では、化粧水の官能特性の指標として、さっぱり～しっとりの総合指標が導出さ
れ、相関の高い評価用語としてべたつき、さらさら感などが導かれた。本報では、評点法によ
る官能評価を適用し、データの個人差と評価指標について検討した。

３－２－１．実験方法
⑴ 評価項目（図４）
評価項目は嗜好性を含む７項目から構成され、７段階評価の評点法を適用した。併せて自由
回答を収集した。
⑵ 評価者
18－20才を中心とした女性（学生29名）で、実験は神戸山手短期大学の演習時間に設定した
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表１．使用状況の集計結果
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（2017年９月実施）。
⑶ 評価対象
評価対象は汎用の無香料の化粧水２品を選定した
化粧水R：しっとりタイプ
化粧水Y：比較的さっぱりタイプ

⑷ 化粧水の提示方法
実験室にて、化粧水はブラインド評価とした。使用部位に前腕屈部を指定し、化粧水を指で
適量塗布使用した。

３－２－２．評価対象毎の平均値比較
各評価対象の評価傾向を観察するため平均値の比較を実施した。評価対象毎に官能特性は明
確に差があり、実験設計としては適切であったと判断される。
⑴ 化粧水Rの官能特性：とろみがあり、べたつきがある、しっとり感がある
⑵ 化粧水Yの官能特性：さっぱり感、さらさら感がある。

化粧水を感覚的に探索する
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図４．化粧水の評価用紙



図６．データ設定

３－３．データ行列の作成
図６にデータモニタリングと評価構造の解析のためのデータ設定について述べる。
データ１では29ケース（評価者；短期大学学生）×７変数（官能評価項目）のデータ行列を評
価対象（化粧水R、Y）毎に作成し、評価者と評価用語の挙動を観察した。データ２では58ケー
ス（評価者×評価対象）×７変数（官能評価項目）のデータ行列を作成し、評価用語間の相互
依存性を解析した。プログラムは日本科学技術研修所 JuseStatworks Ver.5を使用した。

３－４．データのモニタリング
図７、８に化粧水毎の観察結果を示した。統計量としては、標準偏差、ひずみ、とがりなど
を観察した。評価対象毎、評価用語毎にデータ分布をヒストグラムと箱ひげ図で図的表示し、

― 8― ― 9―

図５．評価対象の品質特性（平均値プロット）
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化粧水と評価者の効果を考察した。

３－４－１．評価対象：化粧水（しっとりタイプ）について
⑴ 肌へのなじみ…分布の形状はピークが二極化し、なじみの評価には個人効果が著しく影響
していることが推定される。
⑵ とろみ…言葉の意味は比較的客観的であり、データ分布は５～６点（とろみがある方向）
に偏っている。評価は広く分散傾向で、歪みのある分布となっている。

化粧水を感覚的に探索する
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⑴ 基本統計量

⑵ 箱ひげ図

⑶ ヒストグラム

図７．データのモニタリング（化粧水Ｍ；しっとりタイプ）



⑶ さっぱり感…しっとりタイプであることを反映し、２～３点（さっぱり感がない方向）に
偏っている。
⑷ べたつき…しっとりタイプ特有のべたつきがみられているが、用法や肌状態によって変動
する。ばらつき（標準偏差）は大きい。
⑸ さらさら感…さっぱり感同様２～３点（さらさら感がない方向）に偏りが顕著であり、い
くつかのケースが外れ値として検出されている。感覚的、主観的側面を反映している。
⑹ しっとり感…しっとりタイプであるため、データ分布は５～７点（しっとり感がある方向）
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⑴ 基本統計量

⑵ 箱ひげ図

⑶ ヒストグラム

図８．データのモニタリング（化粧水Ｙ；比較的さっぱりタイプ）
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に偏っている。一致性が高い反面、外れ値が検出されている。感覚的、主観的側面を反映し
ている。
⑺ 嗜好性…一致性が高い反面、外れ値が検出されている。

３－４－２．評価項目毎の観察（比較的さっぱりタイプ）
⑴ 肌へのなじみ…分布が二極化し、個人差が影響していることが推定される。
⑵ とろみ…データ分布は１～３点（とろみがない方向）に偏っている。反面いくつかの外れ
値が発生している。
⑶ さっぱり感…さっぱりタイプであるため最頻値は７点（さっぱり感が非常にある）であり、
品質特性として顕著であることがわかる。
⑷ べたつき…さっぱりタイプであるため、評価は１～３点（べたつきがない方向）に偏って
いる。
⑸ さらさら感…さっぱりタイプであり、分布は５～７点（さらさら感がある方向）に偏って
いるが、外れ値もいくつか検出されている。
⑹ しっとり感…さっぱりタイプであるがデータ分布は５点（しっとり感がややある）に集中
している。従って分布の両側に外れ値が検出されている。
⑺ 嗜好性…さっぱりタイプの嗜好性についてはばらつきが大きい傾向がある。

３－４－３．モニタリングからの見解
分布形状が特徴的ないくつかの評価項目について個人効果を中心に考察した。
⑴ 肌へのなじみ…データの分布は二極性があり、外れ値は出現していない。平均値的なデー
タの解釈は妥当ではない。肌と化粧水の相互作用が背景にあり、肌状態の個人差が反映する。
本実験の尺度は「肌なじみが早い～おそい」のように客観性をもたせているが、後述する自
由回答では「肌なじみがよい～わるい」のような尺度も存在する。
⑵ さらさら感としっとり感…一致性が高い反面外れ値が存在する。化粧水の特性を示す言葉
として出現頻度が高いが、個人差が大きく介在する。
⑶ 嗜好性…主観性の高い項目であるが、分布形状は正規性がある。

３－５．多変量解析
化粧水の官能評価項目は相互依存性があり、主成分分析によって化粧水の評価構造を要約し
図的表現を実施した。

３－５－１．相関係数と主成分分析（表２、３）
評価用語の間には相関傾向が観察される。主成分分析の第一主成分の寄与率が45％以上と高
く、相互依存性の介在が確認された。因子負荷量において、第一主成分にさっぱり感、さらさ
ら感、しっとり感、とろみ、べとつきが関連しており、感触に関わる総合指標が存在し、主成
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分に準じて、しっとりタイプ、比較的さっぱりタイプの化粧水が分布している。肌へのなじみ、
嗜好性の２項目についてはそれぞれ第二主成分、第三主成分と関連性が観察されている。以上
より化粧水を探索する３つの方向性を整理する。
⑴ 感触指標
化粧水をタイプ分けする重要な軸である。しっとり感とさっぱり感の対極性がある。データ
のモニタリングではしっとり感、さらさら感の個人差があり、全体を俯瞰するための指標とし
て扱う必要がある。
⑵ 肌と化粧水の相互作用
肌へのなじみと相関を持つ。化粧水と肌状態の相互作用を反映していると考えられる。
⑶ 嗜好性
主観的な項目であり、個人差があるが、統計的には第三主成分が該当する。
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表２．相関係数行列

表３．主成分分析結果
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化粧水を感覚的に探索する
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図９．主成分分析結果；同時布置図
（●：化粧水R；しっとりタイプ ×：化粧水Y；比較的さっぱりタイプ）



３－６．自由回答データの観察
自由回答から化粧水２タイプについての評価傾向を集約し推定する。上記統計解析からデー
タから示唆される課題は下記の点が挙げられる。
⑴ 個人差と個人効果
⑵ 化粧水の感触と肌状態の相互作用
⑶ 化粧水の感触、匂いと嗜好性の相互作用
自由回答の生データを表４に頻度集計を表５に示した。コメントをブレークダウンするには
べたつきに関してはカタカナ・ひらがな表記、べとつきやべたつきのような表記の違いについ
ては「べたつき」の表記にプーリングして集約した。さらさら感についてカタカナ表記、さら
さらとさらさら感のような違いを集約した。しっとり感なども同様にまとめを実施した。匂い
と香りについても集約を行った。
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表４．化粧水２タイプの自由回答データ
（化粧水R：しっとりタイプ 化粧水Y：比較的さっぱりタイプ）
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３－６－１．化粧水と評価者の相互作用
回答頻度の高い表現としてはなじみ、さ
らさら感、しっとり感、匂いが挙げられる。
自由回答への出現には化粧水の比較、嗜好、
感覚などの背景があり、個人効果が明確に
反映している。

３－６－２．評価用語の関係性
なじみ、さらさら感、さっぱり感、しっ
とり感には時系列的な展開がある。例えば
化粧水が肌になじむことで発現する感覚が
ある。しっとり感については保湿のような
有用性と関わりがあり、注目すべき表現で
ある。

３－７．化粧水探索のための指標
データのモニタリング、主成分分析、自由回答から化粧水探索の指標を集約する。
⑴ 感触
しっとり方向とさっぱり方向の対極性を縮約した総合指標が存在する。メーカー側の設計品
質とユーザー側の検出情報は総合指標として共有されている。一方しっとり感、さらさら感な
ど主観性の高い項目もあり、個人効果が潜在している。
⑵ 化粧水と肌状態の相互作用
肌へのなじみ、しっとり感の評価傾向には個人差があり、肌状態との相互作用が潜在すると
考えられる。
⑶ 嗜好性
感触、匂いと関連性が記述されるケースがみられる。感覚情報との関連性は明らかに存在す
るが、個人効果が大きく、集約することはできない。

４．探索に関わる実験
神戸山手短期大学では教育プログラムにおいて、化粧品を調製し、官能評価と対比し、化粧
品に対して理解を深める演習を設定している。探索段階では「化粧水をつくり評価する」「化粧
水を選択評価する」というケーススタディを通じ、実験１．の検証と化粧水の探索行動につい
て考察する。二つの実験の設定のポイントは、化粧水の情報を評価者に開示すること、ユーザー
の選択判断を含む点である。

化粧水を感覚的に探索する
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表５．化粧水２タイプの自由回答データの集約結果

化粧水の特性
回答頻度（名）

しっとり 比較的さっぱり
しっとり 6 2

べたつき 2 1

さっぱり 1 8

さらさら 2 4

とろみ 2 0

なじみ 5 7

すべすべ 0 0

保湿 3 1

みずみずしい 0 0

匂い・香り 6 5



４－１．実験２．化粧水の調製と評価
単純処方の化粧水２タイプについて選択、調製、評価を実施した。

４－１－１．化粧水の調製と評価
⑴ 評価者（実験への参加者）
18－20才を中心とした女性（学生評価者27名）で、実験は神戸山手短期大学の演習時間に化
粧水を調製し、その後官能評価を実施した。
⑵ 化粧水の調製と評価
化粧水はしっとり、さっぱりの２タイプを設定し、評価者が選択し、化粧水の調製と評価を
実施した。化粧水の成分構成を下記に示した。成分のカスタマイズについて適宜実施した（例
えば界面活性剤と香料を除く等）。
しっとりタイプ…精製水に対しグリセリン、1,3－ブチレングリコールを一定量配合した。非
イオン系界面活性剤と香料は適量とした。
さっぱりタイプ…精製水に対しエタノール、1,3－ブチレングリコールを一定量配合した。非
イオン系界面活性剤と香料は適量とした。
⑶ 官能評価
自由回答法を適用した。

４－１－２．自由回答と探索行動
化粧水の選択はしっとりタイプが10名、さっぱりタイプが17名であった。自由回答の集約結
果を表６～８に示した。頻度の高い表現はしっとり感、さらさら感、なじみであり、いくつか
の有用性を示唆するすべすべ感、やわらかさのような表現もみられた。
本実験における化粧水の重要な評価ポイントを下記にまとめる。
⑴ しっとりタイプ…感触から後肌までしっとりしており、肌がすべすべ、もちもち、柔らかい。
⑵ さっぱりタイプ…感触はさらさらしており、なじみが早く、後肌はしっとりする。
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表６．化粧水の自由回答データ（しっとりタイプ） 表７．化粧水の自由回答データ（さっぱりタイプ）
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化粧水の成分を単純化し、ユーザーが成
分を理解し、カスタマイズするプロセスは
化粧水とユーザーの距離を縮める効果があ
る。化粧水処方を単純化したため評価点も
さらさら、しっとりという表現が顕著にな
り、評価の一致性が生じている。冗長な特
長は消されるが余計なものもないという特
性がある。ユーザーにとっての化粧水の在
り方を示す、ひとつの知見であるとも考え
られる。

４－２．実験３．化粧水の選択評価
４－２－１．官能評価方法
⑴ 評価用紙（図10）
評価項目は嗜好性を含む７項目から構成され、７段階評価の評点法を適用した。併せて自由
回答を収集した。
⑵ 評価者
18－20才を中心とした女性（学生評価者23名）で、実験は神戸山手短期大学の演習時間にて
設定した（2017年10月実施）。
⑶ 評価対象
評価対象は汎用の化粧水（美容液を含む）20品を設定し、評価者は２品目を自由に選択した。
⑷ 化粧水の提示方法
実験室にて設定し、化粧水はオープン評価とした。使用部位に前腕屈部を指定し、化粧水を
指で適量塗布使用した。

４－２－２．評価構造の解析
データ解析では評価対象をプーリングし、46ケース（評価者×評価対象）×７変数（官能評価
項目）のデータ行列を作成し、評価用語間の相互依存性を解析した。
⑴ 相関関係（表７）
さっぱり感、さらさら感、べたつき、とろみについては相関構造がみられる。しっとり感に
ついては実験１と比較して独立傾向がみられる。
⑵ 主成分分析（表８、図16）
主成分分析の第一主成分の寄与率が47％と高く、感触に関する総合指標が創出された。同時
布置図においては、さっぱり感、さらさら感、しっとり感、とろみ、べとつきが関連している。
肌へのなじみ、嗜好性の２項目についてはそれぞれ第三主成分、第二主成分と相関が認められ
ている。しっとり感については感触総合指標と嗜好性の軸の両者に関連性がみられている。

化粧水を感覚的に探索する
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表８．化粧水２タイプの自由回答データの集約結果

化粧水の特性
回答頻度（名）

しっとり 比較的さっぱり
しっとり 7 3

べたつき 3 2

さっぱり 1 5

さらさら 1 11

とろみ 0 0

なじみ 3 2

すべすべ 2 0

保湿 0 1

みずみずしい 0 1

匂い・香り 0 0
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図10．化粧水の評価用紙

表９．相関係数行列

表10．主成分分析結果
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化粧水を感覚的に探索する
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図11．主成分分析結果；同時布置図



表11．選択した化粧水の自由回答データ 表12．選択した化粧水の自由回答集約結果

化粧水の特性 回答頻度（名）
しっとり 8

べたつき 3

さっぱり 6

さらさら 6

とろみ 6

なじみ 7

すべすべ 1

保湿 2

みずみずしい 1

匂い・香り 8

４－２－３．選択評価実験における自由回答の傾向
回答頻度の高い表現としてはなじみ、さらさら感、さっぱり感、しっとり感、匂い、香りに
関する項目が挙げられる。頻出言語は実験１と類似している。本実験は商品情報を認知し、選
択するプロセスに影響を与えている。従って嗜好性や使用意向に関する表現や論理展開も顕著
になっている。

５．総括
５－１．探索のためのいくつかの要因
化粧水、乳液、クリームなどスキンケアには相対的にさっぱりタイプとしっとりタイプが存
在する。本研究においては多変量解析を適用し、寄与率の高い総合指標を導出した。この軸は
メーカー（供給者）とユーザーの共通の軸でもある。
本研究では実験条件を変えて３つの探索的な実験を実施した。これらの実験からの共通見
解、再現性としては、肌へのなじみ、さらさら感、しっとり感、香りまたは匂いの４つの感覚
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が女子短大生集団の化粧品評価指標として導かれた。このような小集団のサンプルデータに対
し探索的なデータ解析は有用な手段であると考える。
事前調査の見解でもあるが化粧水の究極の目的は保湿である。そして化粧品の効能効果は継
続使用によって出現する。肌状態との交互作用が介在する肌へのなじみ、しっとり感のような
感覚は効能検出に重要な役割をもつと考える。化粧水に対する感覚には個人差がある。ユー
ザーは自分の肌と化粧水の相互作用を観察し、自分にとって重要な感覚尺度をもつことによっ
て化粧水の探索指標をもつことができる。

５－２．探索行動
図１にユーザーが化粧水をパッティングする画像を示したが、探索を促進するキーワードは

「能動性」である。触覚は五感のなかで運動が介在し能動的な感覚として知られている５)。化
粧水の評価、作成、選択においての行動関与が化粧水の認識を促進していたと考えられる。今
後の課題を含めて探索行動のいくつかの段階を示す。
⑴ 使用体験と認知行動
…まずいろいろな化粧水を触ってみる、感覚的に捉える

⑵ 感覚の能動性の発現
…情報を交え、感覚を磨く

⑶ 化粧行動の継続による指標の獲得と尺度構成
…使用体験を重ねる、自分の尺度を持つ
以上の行動に基づく化粧水との対話を続けることにより、必然的に化粧水の最適解の獲得が
実現すると考える。
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